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過去 と現在の研究の中心と特徴

アナ トリー ・V・ シ ョー ミン(ロ シア科学 アカデ ミー東洋学研究所)

ロシアにおける日本研究のはじまりは、2国 間の国交が樹立する(1855年)前 にさかのぼ

る。

1705年 、ロシアのピョー トル1世 の治世中にロシアで最初の日本語学校が開設された。こ

れ はペテルブルグ航海学校に付属しており、教材 として辞書 ・基本会話表現集 ・読本が使わ

れた。1753年 、この学校はイルクーツクに移 り、今なお存続 している。

より系統だった日本語の学習は、1870年 、ペテルブルグ大学で日本語の授業が導入 された

時 にはじまった。1888年 、ロシアにおける日本研究の発展の基盤 となる東洋学部がペテルブ

ルグ大学にできた。有名な科学者、N.A.NevskiとN.1.Conradが 、その学部の生徒であっ

た。1899年 、ウラジオス トックの東洋学研究所で日本語の授業が始まり、著名 な科学者であ

るD.M.PozdneevとE.G.Spalvinが そ こで教 えた。D.M.Pozdneevは 日露辞典、 日本

史 ・日本地理 に関する本の作者であり、E.G。Spalvinは 日本史 と日本語学習教材の著者で

ある。

10月革命の後 も、ペ トログラー ド(前 、ペテルブルグ)は 、ロシアにおける日本研究の中

心地 として存続した。1920、30年 代、N.1.Conradの 指導のもと大学の中に日本語 ・日本文

学の学部 と、現代語研究所の中に、 日本語学部が設立された。1930年 代には、レニ ングラー

ド(前 、ペテルブルグ)で 科学アカデミー東洋学研究所が設立された。この研究所では、日

本古代文化が研究の中心 となった。研究の基盤 はアジア博物館の膨大な古代の写本 と図書で

あ り、研究所はアジア博物館 と密接 につながっていた。

1940年 代、日本に関する研究の中心 は、モスクワにあった。1941年 、科学アカデミー東洋

学研究所が設立され、その後東洋言語研究所(現 在のモスクワ大学アジア ・アフリカ研究

所)が 設立された。 これらは、 日本研究の専門家をつ くりだす重要な役割を果たした。又、

それはロシアにおける日本研究の重要な位置 をしめる、国際関係研究所を設立する基盤 とし

て も役立 った。

戦争(1941-1945)に ロシアがまきこまれた後、1950年 代は、特 に歴史的な問題 について

認識を深 めた時代である。 この理 由の一つは、資料の収集が拡大 したことである。すなわち

終戦の結果 として、戦前に関する多 くの文書 と日本の戦争史に関するものが入手 しやす くな

った。 この時、 日露関係(1905-1945)、 中国大陸における日本の戦争(1937-1945)、 そし

て太平洋戦争(1941-1945)に 関するい くつかの著書が出版された。

1945-55年 、多 くの研究が戦後 の日本の国内情勢、特 に政治勢力の均衡 とその変容 に関 し
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て行われた。 しかし、 日本のこの時代の改革に関する徹底的な分析の欠如がある。 日本人の

国民性 とこれらの改革についてはしばしぼまちがって解釈されたが、現在ロシアは、それ ら

の改革への認識の訂正 とその頃のい くつかの評論の早急な見直 しをよびかけている。

1955-65年 、 ロシアにおける日本に関する研究の焦点は、 日本外交政策問題、主に日米関

係に関するものである。それらについての問題 と研究は、世界の厳しい軍事政治上の対立に

よって影響をうけた。 この状況は実際、1980年 代中頃まで変わらなかった。

1965-1980年 、日本の急速な経済発展 に世界中の関心が集 まった時、多 くのロシア人科学

者達 も、日本の経済 ・社会問題の研究にかかわった。日本の外交政策の分野 において中日関

係の問題点の分析が、研究の中で目立っておこなわれた。今 日、ロシアの多 くの科学者達が

認めているように、この時代 はいわゆる日本 の軍事問題に異常な注意をはらっていた。従っ

て、1980年 代のロシアでは、学校 ・研究所間の連絡網 ・資質のある専門家 ・日本 の伝統的な

考え方の収集等、 日本研究の基盤がで きあがった。

歴史 と経済に加 えて、日本文学 と語学において も進歩がみられる。日本古典文学の翻訳、

辞書そして日本語習得のためのテキス トが、発行された。しか し、それ らにひきかえ多 くの

問題点 もある。1980年 中頃、 日本研究 は科学 と社会の分野において転機iをむかえた。社会科

学は、イデオロギーの独占的な状況のもとで後退 した。自由な意見交換の制限と独断的な研

究方法論 は、 日本研究 をする上で大 きな障害物 となった。それ らは現実か ら離れた、過度 に

単純化 した固定観念の形成の理由 ともなった。

1970-1990年 の20年 間にわたる140人 の学位取得希望者の博士論文 をみる と、ロシアにお

ける日本 に関する研究が、政治色の加わったものであるという結論 にた どりつ く。それは、

論文のテーマをみても明白である。全体の80%を しめる歴史 ・経済の論文 と政治 との関わ り

は強い。 日本語 ・文学 ・哲学 ・芸術 は、残 り20%で ある。1977年 には、日本研究 の専門家 と

して知 られている81人 の中で、49人(60%)が 、歴史 と経済(主 に政治、国際関係)に たず

さわ り、残 り40%の 学者達が、 日本語 ・文学 ・哲学、そして芸術の研究分野 に入 っている。

戦後、1946-1990年 にかけて芸術 に関する博士論文 はな く、ただ一つ哲学 に関するものが

あるが、それはマルクス主義についてのものである。 この状況は、日本研究の分野だけにい

えることでな く、全体 としてこの時代のソビエ ト学問の特徴である。

民主化の過程の中で、ロシアの学問状況 は学者達にとって、 うけいれ られやすいものだ。

過去において とざされていたほとん どの資料 は公開され、科学的な議論をする雰囲気 はより

自由になり、他国の研究機関 との接触は広がった。 日本 を研究する研究所の活動は、変化 し

ている。現在、日本研究 の重要な役割は、ロシア科学アカデミーのい くつかの研究所 と高等

教育 の中の研究所に属 している。

1)科 学アカデ ミー極東研究所(モ スクワ)

主に、 日本政治 ・北東アジアの安全 と地域的な経済協力に関する研究

2)科 学アカデ ミー東洋学研究所(モ スクワ)

日本社会史 と日本経済部門から成 り立つ。特に政治史 と経済の分野に力 をおいている。

日本文学 と言語の研究にたずさわっている専門家 も何人かいる。
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付録1

戦後、発表された修士論文の分野とデータ

年代 経 済 歴 史 文 学 雪 誉五
ロ ロロ 哲 学

1946 PopovKh.M.

VaintswaigN.K.

BoldirevC.1.

1948 FainbergA.Y.

1952 LukjanovaM.1.

1955 GoldbergD.1.

1960 ConstantinovV.M.

1961 PevznerYa.Kh.

1964 PetrovD.V.

1965 DinkevichA.1.

1966 PigulevskajaE.A.

1967 Latishevl.A.

1970 SharkovA.M. Aru加novS.A. GluskinaA.E., Feldman-ConradN.1.

PopovKh.A.

1971

1972 TopekhaP.P. PinusE.M.

1973

1974 GoregljadV.N., Golovninl.V.

RyokhoC.,Griv一

ninV.S.,Ermako一

vaL.M.

1975 RamzesV.B. NeverovS.V.

1976 DobrovinskiB.N.

1979 KhlinovV.N. MarkovA.P., GrigorjevaT.P. BoroninaT.A. PospelovB.V.

SavinA.S.

1980

1982

1983 AlpatovB.M.

1984 PodpalovaG.1.

1985 CuritsinA.N.

1986 KhaninZ.Ya.

1987 BugaevaD.P.

1989 MarkarjantsS.B. PopovV.A.

1990 VeresovskajaE.V.

3)科 学アカデミー東洋学研究所ペテルブルグ支部

日本の古代史 と文化の研究。最近では、宗教の研究 も進んでいる。

4)科 学アカデミー世界経済 ・国際関係研究所(モ スクワ)

日本 と環太平洋地域の研究は、日本の社会 ・政治問題の学部 と日本経済学部で行われて

いる。主な研究分野 は、日本経済である。

5)科 学アカデミー極東史 ・考古学 ・民族学研究所極東支部(ウ ラジオス トック)
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主 に歴 史 の分 野 に お け る 日本 とロ シ ア極 東 地 域 の 諸 問 題 を扱 っ て い る。

6)科 学 ア カ デ ミー 経 済 研 究 所 極 東 支 部(ハ バ ロ フ ス ク)

ア ジ ア ・環 太 平 洋 地 域 の 国 際 問 題 の部 門 は、 日本 の経 済 問題 を研 究 して い る。

7)モ ス ク ワ大 学 ア ジ ア ・ア フ リカ研 究 所

主 な研 究 分 野 は言 語 と文 学 で あ る。

8)外 務 省 国 際 関 係 研 究 所(モ ス ク ワ)

歴 史 ・経 済 の分 野 で 主 に成 り立 って い る 。

9)ペ テ ル ブル グ大 学(ペ テ ル ブ ル グ)

ロ シ ア に お け る 日本 語 と 日本 文 学 の最 も古 い 研 究 所 で あ る。

10)極 東 大 学(ウ ラ ジオ ス トッ ク)

日本 学 部 で は、 日本 語 の授 業 が 行 わ れ て い る。

上 記 の リス トに加 え て 、 い ろい ろ な分 野 にお け る 日本 の問 題 を研 究 す る研 究 所 や 組 織 が た

くさ ん あ る(科 学 ア カ デ ミー社 会 科 学 研 究 所 、 外 務 省 外 交 研 究 所 等)。 この 短 い論 説 の 中 で

さ え、 ロ シ ア が 日本 に常 に強 い関 心 を も って い る こ とが 明 らふ で あ る。

科 学 的 な面 で の接 触 と情 報 交 換 は広 が るべ きで あ る。 これ に関 す る ロ シア の情 勢 は研 究 所

の活 動 の経 済 的 困 難 に拘 わ らず 、 改 善 され て い る。 私 は、 東 洋 学 研 究 所 が 、 日本 との 関 係 改

善 と そ の 基 盤 に お い て よ りよ い機 会 を も た らす こ とを希 望 す る。

付 録2

1)日 露辞 典D.M.Pozdneev、4万2000語 、1908。

2)日 露 小辞 典G.Monzeler,G.Tumanov、1944、1946。

3)日 露 辞典(学 校用)N.Feldman-Conrad、5000語 、1956、1977。

4)露 日ポケ ッ ト辞典S.Neverov、7000語 、1959。

5)露 日辞典S.Zarubin,A.Rodztskin、4万2000語 、1964。

6)日 露発音 辞典L.Nemzer,N.Siromyatnikov、3万4000語 、1965。

7)日 露発音 大辞 典S.Neverov,C.Popov,N.Siromyatnikov,N.Feldman,M.Tsin,V.Con-

stantinov、10万 語 、!970。

8)日 露小 辞典N.Feldman-Conrad,M.Dolya,G.Khit、4000語 、1980。

9)日 本 姓名辞 典E.Folkman、7万6260語 、1958。

10)日 本地 名辞 典A.Abolmasov,L.Nemzer、6万 語 、1959。

11)日 露 軍事 辞典A.Pashkovski,ARodzetskin、2万 語、1959。

12)露 日経済 ・対 外貿 易辞 典M.Tolokov、1万5000語 、1965。

13)日 露 応用 化学 辞典Z.Zavyalov、3万5000語 、1976。

14)日 露 自動 トラ クター に関す る辞 典B.Romanov、1万4000語 、1977。

!5)組 織 科学 ・ロボ ッ ト工業 に関 す る 日露 ・露 日辞 典E・Ivanova,A・Filatov・1・Khailov・1万

3000言吾、1979。

16)ラ ジオ電子工 学 に関 す る 日露辞 典E.Azerbaev,M.Izutskiver、3万5000語 、1981。

17)日 ・英 ・露物理 辞典CimMine、2万4000語 、1982。

18)日 露科 学工 業辞 典B.Zlomanov、5000語 、1983。

19)日 露化 学工 業辞 典A.Khachoyan、3万2000語 、1986。
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20)日 露 ・露 日宇 宙 航 空 辞 典V.Tenenbaum,L.Mossosev、6万 語 、1989。

21)漁 業 に 関 す る 日露 ・露 日辞 典L.Lisovenko、2万9000語 、1990。

付 録3日 本 に関 す る修 士 論 文(1970-1990)

経 済

A.N.Avanesov

V.S.Azarov

T.S.Anikina

L.P.Arskaja

M.V.Baskakova

G.P.Blokin

A.D.Bogaturov

S.V.Braginski

V.D.Caminski

N.S.Carpova

T.V.Carjagina

Y.P.Chegodar

A.V.Chuico

P.1.Cliaman

E.B.Covrigin

A.V.Collontay

V.A.Condrakhin

O.S.Corchagina

A.1.Cravtsevich

N.C.Cutsobina

C.E.Danyeljan

A.Y.Danilov

V.C.Dermanov

S.A.Duikov

A.M.Gindiev

E.V.Gorbunova

B.V.Ivanov

O.G.Ivanov

T.E.Jarova

A.1.Khrenov

V.O.Kistanov

V.F.Lakhmachov

L.L.Lavrinovich

日本 の燃料 ・原料 の問題(1981)

資本 主義転機 の現 段階 に おけ る鉱 物資 源獲 得 闘争 の矛盾(1979)

経 済 問題 と 日本 の 経 済 に お け る レ ク リエ ー シ ョン部 門 の社 会 的 役 割

(1985)

開 かれ,た経 済 と 日本の 労働 者階級 の状 況 にお け る影 響(1970)

戦 後 日本 の資本 蓄積 へ の国 家独 占資本 の介 入(1974)

経 済 の特質 と日本 自動 車産業 発 展の 展望(1974)

70-80年 代 の 日本 の 外 交 政 策 に お け る エ ネ ル ギ ー ・原 料 の 供 給 問 題

(1982)

日本経 済 の国 家独 占資 本の 規制 手段 と しての貨 幣政 策(1986)

戦 後 日本 の造船 業 の発 展の 主 な傾 向(1979)

日本独 占の海外 貿 易 メカニ ズム(1985)

石 油 シ ョック後 の 雇用 ・失業 問題(1983)

資本 の国 際移転 にお け る日本(1986)

日本 とオース トラ リア間の 貿易 関係 問題(1984)

中 日経:済関係;1949-1976(1977)

日本 の貿 易資 本 にお け る新 しい状 況(1974)

日本 国家独 占資本 の国 際的 転換 過程 の特 質(1984)

自動 車市場 の 日米 競争;1960-1975(1977)

日本 の価格 動 向の 内的 ・外 的経済 要 因(1990)

発展 途上 国へ の 日本の技 術 ・経済 協 力(1977)

日本 漁業 の社会 的 ・経済 的 問題;1945-1970(1975)

ASEANに お け る 日本の新 植 民地主 義:経 済 側面(1988)

80年 代 の 予算 の特 質(1989)

市場 価格 設定 と商 品事情:日 本 とア メ リカの事例(1979)

日ソ貿易経済 関係:主 な傾 向 と問題 点(1979)

日米 製造業 にお け る労働 生 産性 の比較 と分析(1978)

現在 の 日米 間 の資 本主 義対 立の深 刻化:貿 易経済 面(1986)

日本 の林業 と世 界 資本 主義 市場 の経済 問題:傾 向 と見通 し(1977)

日本 の 自然 保護 運 動の組 織 と活 動(1979)

日本 ゴム産業 の経済(1973)

戦後50年 ・60年代 に おけ る 日本 の鉄鋼 業 の発展 の特 質(1972)

ラテ ンアメ リカへ の 日本経済 市場 の浸 透(1977)

新植 民地 主義 と侵 略の 手段 と しての輸 出資 本 と帝国 主義 的援助:日 本 を事

例 と して(1970)

日本 の電 気産業 の 発展 に おけ る経 済 問題(1976)
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N.N.Maksimova

O.1.Masksimova

N.V.Maslov

T.H.Matrusova

A.T.Mellnikov

A.S.Nesterov

O.S.Novikov

R.B.Nozdrjova

A.A.Odintsov

A.B.Orphenov

V.Y.Rosin

O.S.Sedelnikov

B.1.Sergeev

N.Ju.Shevchenko

A.1.Socolov

V.R.Solovejov

M.V.Spandarjan

S.S.Stankovski

E.A.Starovoytov

Ju.S.Stolyarov

V.1.Sukhanov

M.V.Sutyagina

I.S.Tikhatskaya

I.L.Timonina

I.S.Tselischev

A.Y.Yakovlev

日本 の海運(1983)

日本 の化学 製 品独 占の貿 易活動(1990)

日本経:済の資本 力:傾 向 と要 因(1986)

日本 の年金 制度(1980)

日本 産業 にお け る科 学的 研究(1974)

日本鉄 鋼業 独 占の海 外貿 易へ の波 及(1983)

日本 と西 ヨー ロ ッパ の経 済 関係(1974)

日本 の貿 易政策(1973)

国家 独 占資本 主義 の局面 にお け る現代 日本 の独 占貿 易(1977)

先進 国 にお け る経 営参 加の 問題 点:日 本 に関す る社会 ・経 済分 析(1982)

日本 の 国際的 繁栄 と資 本拡 大の傾 向(1984)

日本 経済 の再 建 と国家 の統 制:内 的 要因(1988)

日本 の 資本貸 付 と国 際的役 割(1979)

70-80年 代 の 日米 経済 関係(1984)

日本の 経済成 長 の要 因 として の教 育(1975)

新 素材 の製 造の お もな傾 向 と 日米 産 業 界での 効果 的 な利 用法(1990)

日本 の 自動 車会 社 の営業組 織 と経営(1984)

貿易 に対 す る 日本 の国家 規制 の新 しい段 階(1987)

日本 の鉄鋼 業 の経営(1976)
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